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研究成果の概要：本研究では、徳島藩における徳島城下町（阿波国）と洲本城下町（淡路国）
を事例に、各種城下絵図をもとに作成したＧＩＳ地図によって近世都市景観・土地利用の復原
を行うとともに、徳島大学附属図書館所蔵史料の藩士データベースや藩士屋敷の発掘成果と関
連づけることで、徳島藩の支配体制や城下町構造の一端を明らかにした。成果の一部について
は、平成 20 年 10 月 25 日開催の科研シンポジウム「徳島藩政下における城下町とその歴史情
報」において公開した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 6,600,000 0 6,600,000 

２００６年度 2,300,000 0 2,300,000 

２００７年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

２００８年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

  年度  

総 計 11,900,000 900,000 12,800,000 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：人文地理学・人文地理学 
キーワード：ＧＩＳ、情報システム、日本史、考古学、城下町 
 
１．研究開始当初の背景 

ＧＩＳ（地理情報システム）は、地図情
報とデータベースを結びつける新たなＩＴ
技術である。しかしながら、絵図のＧＩＳ
解析に際しては、分析に利用できる絵図自
体の高精細画像デジタル化が進んでおらず、
幾何補正をともなう絵図解析の技術的問題
もあって、歴史分野へのＧＩＳの導入は遅
れてきた。他方、藩政初期から幕末期に至
るまでの全藩士を網羅する家臣団の系譜史
料については残存率が低く、その量も膨大
なことからデジタル化が遅れている。 

しかしながら、これら近世社会に関わる
歴史データを絵図画像データおよび歴史デ
ータベースとして構築し、ＧＩＳソフトを
用いた新たな歴史情報システムとしてデー

タ統合することで、近世城下町分析につい
て新たな研究・解析手法が確立されること
になる。徳島大学ではこれまで、研究代表
者である平井を中心に、附属図書館に所蔵
される絵図の高精細画像データ作成を進め
てきており、総合科学部にはＧＩＳ共同利
用室が設置されていることから、本研究を
開始する基盤が整ってきていた。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、1)徳島大学附属図書館や
関係機関等に所蔵されている徳島藩領下の
徳島・洲本城下絵図等をもとに、城下町ＧＩ
Ｓ地図（藩士屋敷配置図）を作成して、近世
城下町の都市的景観や土地利用に関する復
原的研究を行うとともに、2)同図書館所蔵の

研究種目：基盤研究（Ｂ） 

研究期間：2005～2008 

課題番号：１７３２０１３５ 

研究課題名（和文） ＧＩＳを用いた城下町に関する歴史情報システムの構築と解析 

  

研究課題名（英文） Formation and Analysis of Historical Information of Castle Town using 

GIS 

研究代表者 

   平井 松午（HIRAI SHOGO） 

   徳島大学総合科学部・教授 

    研究者番号 ２０１５６６３１ 



 

 

稀覯史料「蜂須賀家家臣成立書并系図」をも
とに徳島藩士のデータベースを作成し、近年
の藩士屋敷の発掘成果を踏まえながら、城下
町ＧＩＳ地図（藩士屋敷配置図）とデータ統
合化することで、これまで解明が不十分であ
った、藩政期における徳島藩の支配体制・職
制変遷や城下町構造を明らかにすることに
ある。 
 
３．研究の方法 
本研究では、徳島藩領下にあった城下町徳

島および洲本の城下絵図をベースマップと
する城下町ＧＩＳ地図（藩士屋敷配置図）
から析出される藩士名と、「蜂須賀家家臣
成立書并系図」に掲載されている藩士名と
をリンク（データ統合）させることで、近
世城下町の都市的景観や土地利用を復原し、
藩政期における徳島藩の支配体制と城下町
構造を藩士レベルで明らかにすることにあ
る。また、徳島大学埋蔵文化財調査室では
近世武家地の発掘も進めており、本研究で
はそうした遺構・出土遺物もＧＩＳ地図上
に表示し、絵図・文書・遺構出土品といっ
た各種データから、藩政期における徳島・
洲本の城下町構造を総合的に分析するもの
である。 
本研究の遂行にあたっては、絵図のＧＩＳ

分析（平井・尾方）、ＧＩＳを用いたデータ
解析および都市構造分析（豊田・田中）、史
料の解読とデータベース化（桑原・衣川・福
田）、近世都市における職制分析（根津）、屋
敷地遺構ならびに出土品の分析（定森・中
村・中原）について、それぞれの専門分野（歴
史地理学・人文地理学・日本史・考古学・情
報科学）から研究を遂行した。 
 
４．研究成果 
 ４年間の研究成果については、以下のよう
に要約される。 
(1) これまでほとんど近世城下町研究が蓄積
されてこなかった洲本城下町については、蜂
須賀家支配となった元和元年（1615）～明治
３年（1870）にかけて 25 点の城下絵図（城
郭図を除く）を確認でき、このうち寛永年間
の２点の絵図（国文学研究資料館蔵）は、全
国的にも稀な洲本城下町建設当時の計画図
であることが判明した。これら洲本城下絵図
25 点についてはすべて画像データ化し、うち
分析対象とした約５点については高精細画
像データを作成した。 
(2)25 点の洲本城下絵図のうち、17 点は城下
屋敷割に関する城下絵図で、うち 10 点は徳
島藩が藩士の拝領屋敷管理に用いた藩用図
とみられ、民間図も６点を数えた。これらの
絵図を比較すると、寛永８（1631）～12 年
の「由良引け」直後の洲本城下町完成期（寛
永 15 年頃）に幕府に提出されたとみられる

城下屋敷割絵図１点を除き、徳島藩が江戸幕
府に提出した幕用図８点ではすべて「侍屋
敷」「町屋」「寺町」などの土地利用区分表記
しかみられないのに対し、藩用図ならびに民
間図の多くには藩士屋敷の区画割および侍
氏名の記載がみられた。また、それらの中に
は、徳島藩の筆頭家老であった稲田家（洲本
在住）の家臣屋敷についても区画割と侍（蜂
須賀家の陪臣）氏名の記載のあるものもあっ
た。こうした城下屋敷割図をＧＩＳ分析の対
象図に選定することで、洲本城下町の変遷を
詳細に分析できると判断した。と同時に、城
下絵図についても、絵図作成目的によって絵
図表記が異なることが確認された（図１）。 

 
(3) このような城下絵図の分析にもとづき、
本研究では GIS 分析に際し、明治３年（1870）
頃に作成された実測図系の「洲本城下絵図」
（徳島大学附属図書館蔵）をベースマップと
して、城下屋敷割図をもとに４時期の城下町
GIS 地図の作成を行った（図２）。 

 これにより、洲本城下町については、寛永
期の「由良引け」時にはまず内町地区から整
備が進み、そののちに建設計画の一部変更を
ともなって外町地区が整備されたとみられ、
洲本城下町が一応の完成をみるのは寛永 15
年～正保期であった。洲本城下町の整備にあ
たっては、基本的に 20 間×60 間の街区に町
屋や足軽屋敷が配置されたが、こうした徳川
系の都市計画は、寛永 16 年以降の徳島城下

図１ 表記が異なる洲本城下絵図 

図２ 洲本城下町の土地利用変遷 



 

 

町の再編においても、新たに城下縄張りに組
み入れられた佐古地区や冨田地区の都市計
画に採用された（図３）。この点で、洲本城
下町建設は徳島城下町再編の試金石であっ
たことが理解できるとともに、共通の町割を
有することが判明した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 洲本城下町については、正保期以降も町
屋を中心に城下町の外延的拡大がみられる
とともに、洲本城近くの藩士屋敷の一部が藩
施設に転用されるなど、矢守一彦が唱えた変
容過程を辿ることができる。今回の GIS 分析
では、このような都市的土地利用別面積の推
移を、初めて量的に把握することができた。 
これによれば、洲本城下町における徳島藩

士屋敷が占める面積比率は寛永８～10 年に
17.5％、享保 16 年（1731）に 30.1％、明治
３年頃には 24.4％、同じく稲田家臣屋敷は
11.1％、18.1％、20.2％、町屋は 15.9％、18.5％、
17.6％と推移している（表１）。徳島藩士屋敷
（中級藩士）は大手筋となる御門筋沿いの内

町に集中したのに対し、稲田家臣屋敷は曲田
山山麓に集積するなど、城下においても侍屋
敷の棲み分けがみられ、300～500 人の家臣
を抱えた稲田家臣屋敷の占有率もかなり高
かったといえる。なお、同様な手法で分析し
た徳島城下町の場合には、享保期の徳島藩士
屋敷の占有率は 57.4％、安政期のそれは

53.6％を占めていた。 
(5) さらに、徳島城下町と異なる点は、享保
16 年以降の洲本城下絵図で「役屋敷」の存在
が確認できることである。「役屋敷」とは、
徳島本藩から本〆役や御目付として派遣さ
れる藩士の屋敷を指し、彼らは稲田家当主が
歴代「洲本城代」を務める下で、洲本城下な
らびに淡路支配に関わった。このような本〆
役や御目付は、３～10 年程度で交代したが、
徳島藩政下において淡路・洲本は徳島本藩
（蜂須賀家）から直接支配を受けていたとい
え、両城下町の政治的関係を如実に示すとい
える。研究対象とした洲本城下絵図に記載さ
れた侍氏名については抽出が終了しており、
蜂須賀家の家臣成立書である「蜂須賀家家臣
団家譜史料データベース」データとの検証を
進めている。 
(6) さらに、徳島・洲本城下絵図および蜂須
賀家家臣成立書をベースとした宮本武史編
『徳島藩士譜』を用いて徳島藩家臣団の居住
地移動について分析した結果、天保期以降の
海防強化策にともない、洲本城下町から由良
浦・岩屋浦、さらに徳島城下町から海部郡大
里村への移動が確認された。なお、徳島城下
町から淡路の由良浦・岩屋浦への移動に際し
ては、洲本城下経由での移動が基本であった。 
(7)侍屋敷については寛文～承応期頃より藩
による屋敷地管理が強化され、その結果、城
下屋敷割図が作成されてきたとみられるが
（渡辺理絵、2008 年）、徳島藩においても承
応２年（1653）に普請奉行に対して武家地管
理の定書が発給されており、元禄期までには
武家屋敷の規格化や秩序的配置が整備され
た。しかし、寛政年間以降は管理体制が弛緩
し、幕末期には屋敷の需給バランスが崩れ、
幕末期には長屋や割地、町人地に居住する士
卒が 200 人に達するなど、一部に破綻を示し
ていたといえる。徳島藩の場合には、武家地
管理台帳として「御家中屋敷坪数間数改御
帳」が知られてきたが、これらを補完するも
のとして「下屋鋪帳」や「家屋敷相改帳」も
作成されている。 
(8) 本研究では、これらの成果をもとに、城
番制下の「阿波九城」と関わる徳島藩政期初
期の駅路寺制や、徳島城下町の土地利用区画
別の平均距離および面積加重を加味した土
地利用の重心測定を行うとともに、近代以降
の徳島市街地の変容過程についても分析を
試みた。 
(9) また、徳島大学埋蔵文化財調査室が発掘
してきた常三島遺跡、蔵本遺跡、新蔵遺跡の
遺構面ならびに出土遺物についてのデータ
ベースを作成し、本研究の課題である城下町
構造との関わりについても分析・考察を行っ
た。 
 常三島遺跡（工学部電気電子棟地点）で確
認された 17 世紀前半とみられる古安宅（藩

表１ 洲本城下町における土地利用別面積
の推移 

図３ 徳島城下町の土地利用区分図 



 

 

政初期の湊）の船入状遺構については、発掘
成果と「御山下画図」「徳島藩領国図屏風」
などの絵図・絵画史料から、北側の入江状の
水路から船が入るドック状の船入遺構の先
端部と推定される。なお、常三島遺跡の現在
の標高は約 1.2ｍで、幕末～明治期の遺構面
は標高 0.4ｍ付近と推定され、16 世紀末～17
世紀初頭における標高は－0.5ｍ付近と想定
される。当時の海水面が現在よりは低かった
にしても、侍屋敷地は低地部に立地していた。
17～18 世紀前半にかけての侍屋敷地境の溝
は１条で小規模であるが、18 世紀後半からは
２条の屋敷境溝を掘削しており、近世後半期
には不安定な立地環境にあったことを示し
ている。 
 他方、徳島城下町の中でも上級藩士屋敷地
区にあたる新蔵遺跡では、屋敷境溝が大規模
化する傾向は認められないものの、発掘され
た溝遺構の変遷から、屋敷境の境界線は変動
し、城下屋敷割絵図にみられる屋敷区画線と
は必ずしも合致しないことが確認された。ま
た、境界についても、17 世紀には１条の素堀
り溝と板塀であったものが、19 世紀になると
１条の石組み溝と板塀（柵列）に変化してい
た。このような変化の要因の一つに、屋敷拝
領者の社会的変化にともなう居住者異動や
屋敷地の合筆などが考えられる。 
(10)以上の研究成果については、関連学会で
の個別報告の他に、2008 年 10 月 25 日に徳
島市立徳島城博物館で研究者向けのシンポ
ジウム「徳島藩政下における城下町とその
歴史情報」（参加者 35 名）を開催し、その際、
科研代表者・分担者、研究協力者全員が口頭
報告（３件）・書面報告（９件）を行うとと
もに、『資料集』（122 総頁）を作成した。書
面報告の一部については、2009 年２月に補
訂・新訂の報告書（別刷形式）を別に刊行し
た。さらに、2009 年１月 18 日（日）には研
究成果の社会還元の一環として、洲本市立淡
路文化史料館において同館・徳島大学総合科
学部地理学研究室共催の公開講演会「洲本城
下町の成り立ちを探る」を開催し（参加者約
40 名）、科研メンバーの根津が「近世初期、
蜂須賀家の淡路支配と洲本城下町の成立に
ついて」、平井が「洲本城下町割計画図の歴
史的意義と地図でみる城下町の変容」と題し
て講演した。 
(11)城下町の GIS 地図については近年、金沢
および名古屋城下町などについて作成され
てきたが、いずれも城下屋敷割のポリゴン
（区画）データに侍氏名を付したもので、藩
士の職制・知行等に関わる社会属性データと
の統合・解析がなされているわけではない。
その点で、本研究を通じて構築してきた徳島
および洲本城下町 GIS 地図・データベースは、
今後の城下町研究に新たな方向性を示すこ
とができたと考えられる。 

 ただし、洲本城下町に限っても城下屋敷割
区画数は 300 を超え、確認された 17 点の城
下屋敷割図のすべての時期について城下町
GIS 地図が作成できたわけではない。また、
屋敷割のポリゴン数が 2000 を超える徳島城
下町についても、享保期・安政期の GIS 地図
の作成にとどまった。今後は、未完成時期の
城下 GIS 地図を作成するとともに、書誌デー
タ・遺構データを充実することで、近世城下
町を通時的に俯瞰できる時空間データベー
スの構築に展開することが期待される。 
 なお、本研究成果については平成 21 年度
においても、人文地理学会歴史地理研究部
会・情報処理学会人文科学とコンピュータ研
究会共催「Historical GIS の地平」シンポジ
ウム（７月）、14th International Congress 
of Historical Geographers（８月）において
発表の予定である。 
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